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峰
山
町
第
５
区
は
峰
山
地
区
の

中
心
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
商
業

地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。 

峰
山
町
浪
花
と
富
貴
屋
、
千
歳
の

一
部
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

現
在
で
は
裏
通
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
「
鉄
砲
町
」
も
江
戸
時
代
は

鉄
砲
鍛
冶
が
あ
っ
た
こ
と
の
名
残

で
す
。
（
江
戸
時
代
は
こ
の
通
り
が

本
通
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
） 

「
ガ
チ
ャ
万
」
景
気
で
沸
い
た
昭

和
40
年
代
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、
こ
の
地
に

買
い
物
に
訪
れ
て
賑
わ
っ
て
い
る

様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。 

近
年
は
、
郊
外
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
店
舗
数
は

減
り
ま
し
た
が
、
昔
な
が
ら
の
店
構

え
を
残
す
ち
り
め
ん
問
屋
な
ど
風

格
の
あ
る
町
並
み
は
今
で
も
健
在

で
す
。 

人
通
り
が
少
な
く
な
っ
た
と
は

い
え
、
現
在
で
も
買
い
物
に
訪
れ
る

人
々
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

鉄砲町 

本通り 

人口８１人 

世帯数３６ 

（平成 24 年 

4 月 1 日現在） 

芸
屋
台

芸
屋
台

芸
屋
台

芸
屋
台
「「「「釜釜釜釜
掘掘掘掘
山山山山
」」」」由
来
由
来
由
来
由
来    

  

当
区
に
は
作
成
年
代
不
明
の
「
釜

掘
山
」
と
い
う
立
派
な
屋
台
が
あ
っ

た
が
、
昭
和
二
年
三
月
七
日
の
丹
後

大
震
災
で
焼
失
し
た
。 

 
昭
和
三
年
十
一
月
、
鳳
凰
の
乗
っ

た
仮
屋
台
を
急
造
し
て
御
大
典
を

奉
祝
し
た
。 

 

現
在
の
屋
台
は
昭
和
六
年
か
ら

七
年
に
か
け
て
新
造
さ
れ
た
。 

 

当
時
、
大
震
災
で
全
町
焼
野
原
に

な
っ
た
直
後
の
復
興
途
上
で
あ
っ

た
だ
け
に
大
変
な
事
業
で
あ
っ
た

ろ
う
。 

 

じ
っ
と
目
を
と
じ
れ
ば
、
先
輩
区

民
各
位
の
た
く
ま
し
い
意
気
と
、
旺

盛
な
行
動
力
の
あ
る
姿
が
ま
ざ
ま

ざ
と
想
像
で
き
る
。 

 

ち
な
み
に
総
建
造
費
二
千
七
百

三
円
四
十
七
銭
也
（
当
時
の
米
価
一

升
約
二
十
銭
）
棟
梁 

谷
口
弥
太
郎
、

塗
師 

井
藤
栄
吉
、
見
送
り
は
京
都

に
て
特
性
、
区
長 

富
田
豊
治
、
代

理
者 

中
山
光
義
ほ
か
委
員
数
名
。 

 

屋
台
囃
子
は
、
廻
り
、
一
軒
所
、

山
赤
、
駒
、
六
段
、
岩
滝
、
小
松
、

竹
雀
、
十
二
神
楽
、
三
楽
、
高
砂
丹

全
、
馬
鹿
囃
子
、
平
作
、
沖
の
大
船
、

嵐
山
、
夜
車
、
天
神
、
雁
燕
、
猿
廻
、

手
習
、
曼
歳
、
潮
干
狩
、
等
の
曲
目

が
伝
わ
っ
て
お
り
伝
統
芸
能
と
し

て
区
内
の
有
志
に
よ
っ
て
現
在
ま

で
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

峰
山
町
第
五
区 

区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５
区
の
自
慢
に
芸
屋
台
「
釜
掘

山
」
が
あ
り
ま
す
。 

近
年
は
人
手
不
足
な
ど
で
、
平
成

四
年
の
巡
行
を
最
後
に
休
眠
状
態

で
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
、
区
民

と
協
力
者
の
力
で
、
実
に
十
八
年
ぶ

り
に
復
活
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
に
は
金

刀
比
羅
神
社
二
百
年
大
祭
で
本
格

的
な
巡
行
を
遂
げ
て
い
ま
す
。 

 

峰
山
地
区
で
は
、
現
在
五
基
の
屋

台
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
釜

掘
山
」
は
芸
屋
台
で
一
際
大
き
く
見

送
り
も
立
派
な
も
の
で
す
。 

 

屋
台
に
つ
い
て
昭
和
時
代
に
書

か
れ
た
説
明
が
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

いい雰囲気を今でも残すちりめん問屋 

裏通りになる「鉄砲町」子供たちの声が響きます 

華やかな金刀比羅神社二百年大祭の屋台巡行 少し色褪せた昭和時代の一枚 たくさんの区民です 

 芸屋台「釜掘山」には、かつて峰山新

地で芸奴をされていた「峰絹会」のみな

さんが乗り込み、伝統の素晴らしい踊り

を披露してくださいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当
区
で
は
、
洪
水
や
地
震
、
火
事

と
い
っ
た
災
害
か
ら
区
民
を
守
り
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
21
年
９
月
「
５
区
防
災
委

員
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

 

区
長
を
委
員
長
に
据
え
、
実
際
に

動
け
る
も
の
が
役
員
を
務
め
て
い

ま
す
。 

 

毎
年
、
市
の
防
災
訓
練
日
に
区
民

を
集
め
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

平
成
２３
年
度
、
２４
年
度
は
、
消

火
用
ホ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
の
で
、

消
防
団
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り

水
を
出
す
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
２２
年
度
は
４
区
の
皆
さ
ん

と
合
同
で
災
害
時
の
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
設
立
当
初
の
平
成
２１
年

度
に
は
、
こ
の
地
区
な
ら
で
は
の

「
浸
水
被
害
時
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

を
活
用
し
て
家
屋
へ
の
浸
水
を
食

い
止
め
る
方
法
の
研
修
」
を
行
い
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
平
成

23
年
度
に
は
、
家
庭
用
火
災
報
知

器
の
設
置
義
務
化
に
伴
い
、
全
世
帯

へ
各
3
台
の
全
額
補
助
を
行
い
高

齢
者
家
庭
（
希
望
者
）
に
は
取
り
付

け
も
行
い
ま
し
た
。 

 

 地
区
内
を
流
れ
る
二
級
河
川

「
小
西
川
」
が
大
雨
の
た
び
に
溢

れ
、
床
上
・
床
下
浸
水
と
い
う
甚

大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

特
に
、
近
年
回
数
を
増
し
、
不

安
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
平
成
二
一
年
九
月

に
峰
山
地
区
区
長
会
を
発
起
人
と

し
た
組
織
「
峰
山
地
区
河
川
整
備

等
ま
ち
づ
く
り
促
進
協
議
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

当
区
か
ら
も
役
員
を
派
遣
し

て
、
河
川
改
修
に
向
け
た
動
き
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

河
川
を
管
理
す
る
京
都
府
丹
後

土
木
事
務
所
か
ら
は
、
川
と
平
行

し
て
走
る
市
道
の
地
下
に
、
も
う

一
本
川
を
通
す
「
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
」
工
法
が
提
案
さ
れ
、
早
期

の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

ボックスカルバート工法のイメージ 

平成 20 年 7 月 28 日短期的集中豪雨で氾濫した小西川 

平成 24 年 8 月の防災訓練の様子 

5 区では、昔から毎年「子供の日」の

行事でレクリエーションをしていまし

た。 

しかし、近年になってからは子供の

人数が減少し、大人も含めたレクリエ

ーション「区民ふれあいの集い」に変

化してきました。 

区民でお出かけをして、美味しい料

理と温泉を楽しむというのが最近の定

番でしたが、今年度は内容を刷新し、

新しい試みを行いました。 

今までの「お出かけ」は、行く先が

無くなってしまった（近場中心なので

限られてきた）。どうしても出かけられ

ない人もいる。といった理由から「お

出かけ」は無しにしてリクリエーショ

ンを考えました。 

5 月 27 日に開催した「区民ふれあい

の集い」はそれらを考慮して４区「い

きいき創造センター」を利用し、筝曲

アンサンブル歌音さんによる素晴らし

い演奏に始まり、マジック夢倶楽部の

お二人によるマジックショーで子供か

ら高齢者まで楽しいひと時を過ごしま

した。 

夕方からは、希望によりバーベキュ

ーまたはお弁当での会食を楽しみ夜は

更けていきました。 

来年以降の取り組み内容は未定です

が、区民の皆さんが楽しめる企画を考

えたいと思っています。 

い
つ
頃
か
ら
あ
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
小
西
川
沿

い
の
お
堂
に
お
地
蔵
さ
ん
が

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

特
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
区

の
お
年
寄
り
が
お
茶
や
お
花

を
供
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
年
8
月
23
日
に
は

区
会
館
（
浪
花
会
館
）
で
地

蔵
盆
が
開
か
れ
ま
す
。 

子
供
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
愛
護
委
員
さ
ん
の
お

世
話
で
楽
し
い
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

素晴らしい演奏に熱心に聞き入る区民の皆さん 

素晴らしいハーモニーです 

「笑！」 

驚？ 


